
新　2.1

重点環境施策２　安全・安心な食の提供と地産地消の推進に取り組みます。
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目標値設定理由

地産地消と食育を推進するため、地場農産物の学校給食使用率を新たに目標値設定しま

す。

　今後の施策の方向性、考えられる対策等

・施策の方向性：健康的で豊かな食生活を実践し、食育推進に取り組みます。

・考えられる対策等：学校給食における地場農産物の使用割合を維持します。
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　推移の分析・考えられる要因

横ばい

　学校給食における地場農産物の使用率の変動は、給食に使用しやすい野菜等の確保や天候

等の理由により必要な数量を確保できないこと等も考えられるが、ほぼ横ばいに推移してい

る。

第２次能代市環境基本計画　指標目標点検及び後期目標検討シート
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地場農産物の学校給食使用率

(説明）

県内産野菜21品目の使用重量／野

菜21品目の総使用重量（年間）
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